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スマホ世代、困ったものである・・・！？ 

情報教育センター長  山田  和敏 

最近、ネットで、パソコン（PC）のキーボードが上手く使えないスマホ世代が増殖中であるという記事を目にした。

少し前に、出入りの業者の方との雑談の中で、似たような話を聞いたばかりだったので、この記事を読んで改めて時代

は着実に変化しているのだなぁ、と感じた次第である。その業者の方は、（キーボード入力の件を含めて）PC 自体が

苦手な若者が増えていると嘆いておられた。その方の会社は情報関連の会社なのに、PC も陸に使えない、PCでメー

ルも十分に扱えない就職希望者が増えているのだという。困ったものである・・・。 

私の経験を一つ。私の講義は、テキストに沿って板書で説明を行いながら進めていくという、旧来型（いや、超旧

来型）の講義スタイルである。パワーポイントはもちろん、配付プリントもあまり利用しない。解説はもっぱら黒板を利

用しておこなう。そうすると、黒板が一杯になった頃合を見て、教室の後方の学生連中が徐にスマホを顔の前に構え、

パシャパシャと写メを始める。もちろん、私を撮影しているのではないことはお分りであろう。スマホ世代はノートも満足に

取れないのか？困ったものである・・・。 

しかし、効率よく情報を収集していると好意的に考えてあげれば、（釈然とはしないが）それもアリかと考えるように

している。スマホも持っていない完全アナログ派の自分には、とても想像が付かないテクニックである。情報教育センター

長になったのだからスマホぐらい持たないといけないのかなぁ、とも思ったが、やはり無理のようである。何故なら、必要性

を感じないからである。PC があれば、今のところ仕事に何の支障もきたさない。 

横道に逸れたが、客観的に考えれば、私のような者はいずれは「情報難民」に落ちていくことであろう（既に、落ち

ているかもしれないが）。スマホ世代が台頭して、経済を担う中心世代になったとき、その頃には場所ばかり占拠する

PC はオフィスから姿を消し、仕事のやり方も様変わりするかもしれない。キーボードに替わる新たなインターフェイスが登

場して、タイプ入力の達人達は窓際に追いやられることになる。そして、スマホ世代に嘆きを感じる私のような親爺世

代は、駆逐されるであろう。昔、PC がオフィスを席巻して、キーボードを操れなかった当時の熟年世代のように。個人と

しては嘆きつつも、（図書館を含めて）組織としては時代の趨勢には抗することはできない。遅れずに対応しなけれ

ばならないことは頭では理解できているが、しかし、アナログ派はなかなか流れに追いつけないのである。困ったものであ

る・・・。 
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御井図書館のおすすめスポット 

文学部国際文化学科 1年 久家 夕紀華 

この大学に入学して間もないころに、御井図書館のおすすめスポットを見つけるように、という課題が出された。そこ

で、図書館の中を探検して私が好きな場所が見つかった。そのお気に入りのスポットは、２階にある法律、歴史、資

格コーナーの近くの自習コーナーである。落ち着いて学習することができるこの場所を選んだのには、いくつか理由があ

る。 

１つ目の理由は、久留米大学で過ごす４年間に様々な資格を取得していこうと考えている私にとって、資格コー

ナーがあることはとても便利だからである。また、教職課程も取っているので、教員採用試験の勉強の際は資格コーナ

ーにある本をたくさん活用して勉強していきたいと意欲が出てきた。 

２つ目は、今後教職課程の授業を受ける中で多くの法律が出てきて、わからないことが多いと思われるが、その際

の調べ学習に、法律関係のコーナーが大いに役立ちそうだったからである。 

３つ目は、一番大きな理由であるが、歴史関係の本棚が近くにあるからである。私は世界史が好きで、特に東ア

ジア、韓国の歴史に興味がある。ここの本棚には、私が興味を引かれる本が数多く並んでいる。また、韓国語で書か

れた本もあり、在学中に韓国語をしっかり習得して、原語で読めるようになりたいと思った。さらに、将来社会科教員に

なることを目指して、教科の学習ができると心強く感じた。４年の間にさまざまな歴史書をじっくりしっかり読んでいきた

い。 

最初の図書館探検の機会に開架書庫と閉架書庫を見て回り、膨大な蔵書に驚嘆した。検索によって特定の本

を探すだけではなく、書架を眺める時間を作って、関連する本をその場で実際に手に取って見てみると、自分の関心

領域や知識が広がりそうな気がする。私は理系にも興味があり、特に化学や生物が好きである。歴史や資格のコーナ

ーだけでなく、化学や生物に関する本があるコーナーにも頻繁に足を運んで自分の知識の幅を広げたいと思う。専門

分野にこだわらず、好奇心を持ち続けると、面白い本や情報に出会うかもしれない。 

おすすめした特定のスポットだけではなく、この環境の整った落ち着いた空間は、集中して読書、学習するのに適し

ている。キャンパスの中でも、特に好きな場所になるに違いない。レファレンスで相談すれば、大学の勉強を助けてもら

えることも分かってきた。わざわざ遠くの他の図書館に行かなくても、本を取り寄せて借りることもできるし、必要な個所

のコピーを取り寄せることもできる。図書館を大いに活用して様々なことを学び自分を高めていきたい。 
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